
（様式２） 

特別顧問・特別参与が従事した職務の遂行に係る情報（事後公表） 

 

【担当課：こども青少年局 保育・幼児教育センター】 

議 題 保育・幼児教育センター事業について 

日 時 令和３年２月４日（木曜日）午後 4時 30分～午後 6時 30分 

場 所 東大阪大学 

出 席 者 

（特別参与）： 

 吉岡特別参与 

（職員等）： 

 こども青少年局 保育・幼児教育センター（課長代理、研修・企画担当係

長） 

論 点 令和３年度の研修・研究事業展開について 

主 な 意 見 

・「就学前施設における自己評価」に関する事業に新たに取り組むこと

は、幼児教育・保育の質の向上という観点からも意義がある。 

・まずは、就学前施設の教職員が自己評価の必要性について学ぶための研

修を実施し、さらに、記録・計画の活用や園長・主任の役割など焦点を

絞り、研究会等で学びを深めていくことが必要である。 

結 論 特別参与のご意見を踏まえ、事業を進めていく 

説明等資料 
 

備 考  

関 係 所 属 

（ 部 課 ） 
 

 


